




:研究目的: 

研究の意義、目的については、すでに、母子保健システムの充実に関する研究班の昭和 58

年度研究報告書において述べた通りであるが、以下、その要約について記す。 

本分担課題における基本的な姿勢は、歯科保健学の永年の努力にもかかわらず,子供の口腔

の健康状態の本質的な改善が見られないことに対する反省を、どのように具体的な研究計

画に反映させるかというところにある。この意味では次に示す4つのことがとくに重要で

ある。 

1.口腔の健全性を損うものとして、従来は主としてう蝕のみを問題としてきた点を改め、

そしゃく器官の発達を重視し、疾患に関しては歯周疾患、不正咬合、その他の疾患を含め

て、口腔の総合的な健全性という視点を導入する。 

2.歯科疾患を口腔内の局所的な問題として処理するのではなく、身体と心に対する侵襲と

のかかわりをも考慮に入れた治療と、全人格的な育成という立場からの健康教育とを展開

する。 

3.乳幼児期の歯科疾患をこの時期だけの問題としてとらえず、この時期に存在する症候へ

の対策はどの時期までさかのぼって行えば良いか、また、子供の口腔の将来に対してはこ

の時期にどのような布石が必要であるかということを検討する。 

4.従来の歯科保健学が、専ら口の中の汚れを対象として展開されて来たことに対し、さら

に重要な要素としてそしゃく器官の退化および発達の不全という問題をとり上げ、これに

対処することを主軸とする新しい歯科保健の活動体系を確立する｡これは､食生活指導によ

るそしゃく器官の発達を積極的に促進しようとするものであるが、このことによって歯の

汚れの問題にも同時に効果があると考えられる。 

このように、本分担課題は小児の口腔の健全性をとり戻すために、十分に広い視野に立っ

て上記の諸問題を検討し、これによってわが国の乳幼児歯科保健の早急かつ具体的な改善

を計ることを目的とするものである｡ 


